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新制度移行へのイメージ（図） 

 

現行 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Ｈ２７年度より（幼保ともに２号児定員純増） 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
保護者の主たる目的や、ニーズへの対応、入園申込みなど、あらゆる面での混乱を回避でき、かつ、段階を追っての２号

児統一化と１号児との負担調整などを経て、公平負担のもと同一施設での総合的な幼児教育と保育の実現に向けた移

行期間とすることが出来る。 

 

幼稚園棟改修建替後 

新幼保連携型認定こども園 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

元々計画にある幼稚園園舎立替によ

り、２号児定員を移動。環境の向上と

公平化も実現。２号児定員を削減せ

ず３号児定員純増。 

 

幼保の派生ではなく幼児と乳児を区分けする事で、施設環境・備品・行動特性・安全衛生レベル、教育部分の有無な

ど、あらゆる分野で、合理的・効率的・機能的・安心安全な幼保乳児の一体化された施設の実現が可能となる。 

幼保連携型認定こども園（旧制度） 

 

異なる制度下による固有の施設 

入園料の有無 

給食費徴収の有無 

制服設定の相違 

施設格差 

 

 

 

しかしながら、異なる制度・異なる利用料形態

により互いの相違も各々のニーズに即し、 

施設格差なども、ご理解頂いています。 

幼稚園（制度） 

（3～5歳児） 

保育所（制度） 

（0～5歳児） 

 

新築 

冷暖房完備 

床暖房完備 

預り保育棟 

冷暖房あり 

幼稚園棟（築 40年） 

冷房なし 

幼児棟（旧幼稚園） 

 

 

 

 

 

長時間対応施設へ新築 

冷暖房完備・床暖房完備 

 

この時点で、幼保各々の 1号児

と 2号児の負担額は是正済み。 

公平公正な保育と教育の一体

提供がスムーズに実現可能。 

 

乳児棟（旧保育所） 

 

 

 

 

 

 

 

 

3号児の定員拡大 

市域の待機児解消 

教育への連携を踏まえた幼児と

未就学児の拡大 

 

1号児 2号児 

2号児 ３号児 

1号児 
３号児 

幼稚園 

幼児園型認定こども園 

（改修建替の実行） 

 

 

 

 

 

従来の幼稚園の姿を崩すことな

く継承しつつ幼児教育＋長時間

保育ともに、そのまま継続する

事が可能。 

保育所 

新幼保連携型認定こども園 

 

 

 

 

 

 

従来の保育所の経過を大きく崩

すことなく継承しつつ、長時間

保育に教育機能をプラスした形

で継続する事が可能。 

1号児 2号児 2号児 ３号児 

幼児教育部分の連携など 

現状では、まだ幼保それぞれの制度入園、

利用者感覚、ニーズ対応のもと在園。 

１号児および２号児への公平な保育と教育

をめざし、福祉施設である保育所から教育

機関へと移行する保育所部分の位置づけ

を踏まえ、それぞれの施設において、利用

料、カリキュラム、制服、その他すべてにお

いて、統一化を実現するための穏やかな

調整を行う。 

現状では施設環境など格差がある部分に

ついては、相応の利用者負担の設定など

による矛盾の解消を残しつつ、幼保の派生

の違いの残る部分は当面の間二つの入園

窓口を用意する事ができ、統一化に向かい

つつ、ご理解いただくことが出来る。 

2号児 

乳児期から幼児期への成

長に伴う情報の連携。 

 

交流事業・順応事業 


